
決算書掲載頁　P169

内
訳

・土地利用のあり方を踏まえた優良農地の確保とその有効利用を進める。
・農業者の公的代表機関として、農地の利用調整を中心に地域農業の振興を図る。
・農業の発展と農業者の地位向上を図る。

農業者の公的代表機関として、農地の利用調整を中心に地域農業の振興を図る。
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持続的な農業経営を支援する農業
元気創造都市

施
策
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大
綱

農業委員会事務局

事業： 農業委員会事業 0514

11

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第3章
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合
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施策に対する
事業貢献度

根
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A

地域農業の振興を図るため、農地の利用調整を行っている。

A

農地の移転及び転用に関する各種案件を処
理するため農業委員会総会を開催した。ま
た、農地の利用調整をはじめ、地域農業の振
興を図った。

A

A

A

目

標

農地法その他の関係法令に基づき、農地の移転及び転用に関する各種案件を処理するため
農業委員会総会の開催　・　・　・年１２回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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所管課

・地域農業の振興
・農業の発展と農業者の地位向上
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細事業：農業委員会事業 01事業
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職員数

再任用職員数

1

直営 昭和47年度以前 農業委員会等に関する法律　第3条第1項

農業従事者（約３，０００人）

農業者の公的代表機関として、農地の利用調整を中心に地域農業の振興を図る。
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農地法その他の関係法令に基づき、農地の移転及び転用に関する各種案件を処理するため
農業委員会総会の開催　・　・　・年１２回目
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